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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

私たちは、持続可能な消費と生産、天然資源の持続可能な管理、気候変動への緊急対応などを通じ、地球の

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 電力・自動車及び重機燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２ ． 建設資材の省資源、廃棄物の３R（減量、再使用、再生使用）向上に努めます。

３ ． 水資源の削減に努めます。

４ ． 環境物品内の工事資機材グリーン購入に努めます。

５ ． 環境に配慮した工法の採用に努めます。

６ ． SDGｓ達成宣言の特定外来植物オオキンケイギクの香南市繁殖地50％削減を2030年までに図り、在来種

繁殖に努めます。

７ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

８ ． 一人ひとりが環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境方針を全従業員に

周知するとともに、環境活動レポート等で社外へも公表します。

上記方針達成のために、目標を設定し、ＰＤＣＡサイクルに基ずく環境経営システムを構築運用

して維持を図り、定期的に見直しを実施し、今後の地球環境保全を推進いたします。

2017ガイドライン移行

代表取締役 水田　守

第2回改定日： 2019年9月1日

第3回改定日： 2020年1月6日 代表取締役交代

第4回改定日： 2022年3月1日 代表取締役交代

制定日： 2010年2月1日

第1回改定日： 2014年10月1日

　　　　　 環境経営方針　　 「事業と植生物環境との関わりを果たす。」
                        　　 　　　 「新工法・ソフト導入を図って、働きがいのある職場を目指す。」
            環境経営目標　　 「BCP継続活動により、地域建設業の必要性を高める。」
                        　　         「環境創意工夫・管理をより高め、重要な工事成績評点の維持。」

以上を目指します。

地域と共生を担う地場企業者として、環境への取組をＥＡ２１を通じて平成２２年２月にキックオフの後、認
証・取得をして参りました。ＥＡ２１はデータを見える化してＣＯ２ ・廃棄物　・水削減に取組効果的に又、効
率よく経費削減を図り、環境経営に活かしてゆく事が利益に繋がり、地域からの感謝や評価を受けておりま
す。　高知龍馬空港に程近い物部川左岸の河口中流域GL+20.0m台に事業所を構えておりますが、幸いに
も津波影響域からは外れては居りますので、事業継続計画も進め新たに「こうちSDGs推進企業登録」も済
ませましたので、EA21と合わせての環境経営計画といたします。令和4年2月28日を持ちまして代表取締役
水田智抄様が退任され、3月1日付にて専務 水田 守が代表取締役に就任いたしました。

環境経営方針

劣化を防ぐ、持続可能な開発目標SDGsを支え、建設業の事業活動における環境負荷の低減を図る
ために全社員一丸となって自主的・積極的に、環境保全活動に取り組みます.
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

有限会社　水田建設
代表取締役  水田　守

（２） 所在地　　　　　　　〒781－5232
本　　　社 高知県香南市野市町西野796番5号  120m2

資機材置場 ①、② ①香南市野市町深渕869番  208m2、②香南市野市町西野796番1号  新設990m2

倉庫 香南市野市町西野796番1号  新設72m2　香美市の旧倉庫は前年度末に廃止
　　

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 社長 水田　守 TEL：0887－56－0117
担当者 環境管理補佐 中山　純治 TEL：090－1008－0152

 

（４） 事業内容
土木工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、
しゅんせつ工事業、水道施設工事業

（５） 事業の規模
売上高 万円 （前年度439百万円）

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

※資機材置場① ※資機材置場②は次期第7回更新審査申込時に認証対象事業所の変更申請を行う。現況は資材置場。

（６） 事業年度　 8 月 1 日 ～ 7 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 有限会社　水田建設
対象事業所： 本　　　社

資材置場

倉庫

対象外： なし

活動： 土木工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、

しゅんせつ工事業、水道施設工事業

□事業の紹介

12 12 名
120 208 990 72 1,390 ㎡

2022年3月1日

331百
本　　　社 ※資機材置場① ※資機材置場② 倉庫 合計

主な事業の紹介

本社の所在地香南市は、県都高知市より20km程東部の田園地帯に位置しますが、黒潮海流の恵みを受け暖か

く、早場米・温州ミカン栽培や早春には女子プロゴルフも開催されております。

高知県の中央東土木事務所管内におけるA級2社に次ぐB級上位の中堅土木建設業者として

災害復旧・道路・河川・海岸工事に取り組んでおります。

環境部門資格者として

Eco検定 3R検定 環境経営士修了者 が現在も在職しています。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

＊本社

＊建設現場

・環境経営目標並びに、環境経営活動実施状況の評価
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加、積極的に提案を図る。

・現場の問題点の発見、是正、予防処置の実施、積極的に提案を図る。
全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚、

・現場工種に必要な作業手順書の作成及び手順書の試行踏査実施
・現場での想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・現場での退避試行・避難訓練を実施、BCP記録の作成

現場責任者 ・現場における環境経営方針の周知
・現場の従業員に対する教育訓練の実施
・現場に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・環境活動実績の確認・評価

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・環境経営計画の審議

・環境経営レポートの作成
環境管理補佐

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成と遵守状況確認、取まとめ表の承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・代表者による全体の評価と見直し実施、指示
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価
・環境経営レポートの承認

・緊急対応対応手順書の承認
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・「環境関連法規等チェックリスト」を承認、並びに、遵守状況確認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技術者等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知徹底

協力会社社員

役割・責任・権限
代表者取締役 ・環境経営に関する統括責任

2022年3月1日

代表取締役
水田　守

環境管理 責任者 環境管理補佐

水田　守 中山　純治

倉庫・資材置場 工務部 営業部 管理部

現場責任者

従業員
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン
トン

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

通期

〇 ✕ 〇
✕ 〇 ✕

〇 ✕ ✕

✕ 〇 〇
✕ ✕ ✕
✕ 〇 ✕
✕ 〇 〇
✕ ✕ ✕
✕ ✕ ✕

✕ ✕ ✕

〇 ✕ 〇
✕ ✕ ✕

〇 ✕ 〇
〇 ✕ 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 ✕ ✕
〇 ✕ ✕
〇 〇 〇
〇 〇 〇

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019  7月末 
2022  7月末
2019 １月末  
2022 １月末 

年度
2018年

2021年 9,906867 892 779 880 780 1,116
613 516 647 8,591

1,003 734 675 617 690 873

合計
716 647 609 763 785 842 974 792 613

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月

×9,906.0
4,362.0

105% ×4,592.0

8,591.0
115%

・不要時の消灯 〇
・

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標
電力による二酸化炭素削減は基準年(2018)比97%に対し当年(2021)は115.3%
に終わりました。増加はPHV車の使用や本社統合開始によるものですが、次
期3か年環境経営計画書の基準年(2021)実績値は本社統合開始使用量5月
294kWh+6月251kWh+7月390kWhの平均312kWh/月を8月から4月まで上乗せ
2,808kWh+9,906.0kWh=12,714kWhに設定。排出係数は環境省発表2020年
0.569kg-co2/kWh四国電力値を使用します。

・エアコンの温度管理（冷房２８℃　暖房２０℃） 〇

21.3 15 21.5
単年度 17.6 117% 21.3 142% 21.5 143%

外来植物の採取除去推進 kg 15 17.6 15

3
単年度 5 100% 5 60% 5 60%

3 200%
環境に配慮した工事の推進 件 5 5 5 3 5

11 3 6
(工事資機材購入等） 単年度 3 100% 3 367%

グリーン購入の推進 件 3 3 3

266 17
基準年度比 2018年 99% 98% 98% 83% 97% 20%

274 271 244 269 266

389.14
使用水量の削減 ㎥ 526 521 515 515 435 510 105

上記廃棄物排出量合計 t 597.88 591.90 159.24 585.92 909.94 579.94

242.6
基準年度比 2018年 99% 27% 98% 152% 97% 65%

909.7 579.9 388.82
79.7 78.9 136.9 78.1 340.7 77.3

産業廃棄物の削減 t 597.8 591.8 159.1 585.9

0.03 0.165
基準年度比 2018年 99% 246% 98% 359% 97% 505%

0.030 0.030 0.079 0.030 0.118

73,174
一般廃棄物の削減 t 0.065 0.064 0.160 0.064 0.234 0.063 0.329

97% 56%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 126,686 125,420 183,898 124,153 123,754 122,886

基準年度比 2018年 99% 147% 98% 96%

117,807 118,427 67,874
37,952 37,573 117,056 37,193 59,584 36,814 38,929

燃料による二酸化炭素削減 kg-CO2 122,090 120,869 179,455 119,648

97% 115%基準年度比 2018年 99% 97% 98% 129%

5,948 4,458 5,300
2,334 2,310 2,462 2,287 2,178 2,264 2,457

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 4,596 4,550 4,443 4,504

1月末まで
（基準年) （目標） （実績） （目標） （実績） （目標） （実績）

通期
評
価

上段：
評
価

項　目 下段： 1月末まで 下段： 1月末まで 下段：

2019年 2020年 2021年

年　度
2018年

上段： 通期
評価

上段：

総排水量 526 515 435 105
0.535

計 597.88 159.24 909.94 389.14

　一般廃棄物排出量 0.0651 0.16 0.234 0.329
　産業廃棄物排出量 597.81 159.08 909.71 388.82

二酸化炭素総排出量 126,686.4 183,898.2 123,754.1 73,174.1
廃棄物排出量

項　目 2018年 2019年 2020年 2021年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月7月 合計

電力（kWｈ）本社・現場 2018年 2021年
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燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019  7月末 
2022  7月末
2019 １月末  
2022 １月末 

年度
2018年

2021年

取組紹介欄

2019  7月末  
2022  7月末 
2019 １月末  
2022 １月末 

年度
2018年

2021年

取組紹介欄

2019  7月末 
2022  7月末
2019 １月末  
2022 １月末 

年度
2018年

2021年 0 0 0 515
637

0 0 20 54 58 185 108 72 18
176 0 0 0 0 0

5月 6月 7月 合計
53 0 20 0 214 174

317

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

1,350 15,049

637.0
81% 〇514.7

461
69% 〇

1,290 851 1,107 531 1,066 805
3,002 4,495 2,291 33,547

485 1,536 1,874 2,432 1,721

合計
1,066 1,680 1,025 490 1,858 759 2,409 3,832 8,913

2月 3月 4月 5月 6月 7月

6,877
136% ×9,339

8月 9月 10月 11月 12月 1月

826 11,671

33,547
45% 〇15,049

985 1,281 931 899 906 956
908 1,382 1,177 13,983

1,046 1,006 974 883 977

合計
1,165 1,034 1,123 764 1,150 888 1,488 1,735 1,099

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月

83% 〇11,671
6,125

96% 〇5,872

・エコカーへの切替購入 〇

13,983

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇
ガソリン・軽油・灯油燃料による本社の二酸化炭素削減は基準年(2018)比97%
に対し当年(2021)使用量ガソリンは83%・軽油は45％・灯油は81%のですので
評価をいたします。次期スタートする3か年環境経営計画書の基準年(2021)実
績値を本社ガソリン4,248.0L・軽油0.0L・現場をガソリン7,423L・軽油15,049L本
社灯油254L・現場261Lとします。

・エコ安全運転の推進 〇
・アイドリングストップ運動 〇

0

5,000

10,000

15,000

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月7月 合計

ガソリン（L）本社・現場

2018年 2021年

0

10,000

20,000

30,000

40,000

軽油（L）本社・現場

2018年 2021年

0

500

1,000

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月7月 合計

灯油（L）本社・現場 2018年 2021年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019  7月末 
2021  7月末
2019 １月末  
2021 １月末 

年度
2018年

2021年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2019  7月末 
2022  7月末
2019 １月末  
2022 １月末 

年度
2018年

2021年

使用水量の削減

取組紹介欄

2019  7月末 
2022  7月末
2019 １月末  
2022１月末 

年度
2018年

2021年 1053 4 4 18 31 28
42 44 41 526

3 3 3 3 2 3

合計
44 46 46 40 50 48 43 38 44

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月

〇105
274

6% 〇17

・自動水栓取り付け 〇
・

526
20%

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標
併設用量の6月26m3・7月24m3の平均使用量25m3を本社統合し8月～4月各

月加算・5月は4m3に加算した値合計341m3を3か年環境経営計画書の基準年
(2021)実績値とします。

・節水シールの貼り付けと掲示
・節水弁取り付け

388.82.9 0.0 3.7 8.0 30.7 101
215.2 54.3 63.8 597.8

16.0 35.7 15.4 100.2 30.7 44.6

合計
49.9 0 0 0 29.7 0 29.4 4.4 66.3

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月

〇388.8
79.7

304% ×242.6

597.8
65%

328.8

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標
産業廃棄物の削減は基準年(2018)の97%に対し当年(2021)は65.0%でした。
(2019)27%・(2020)152%との実績平均削減値は70％ですので評価します。次期
スタートする3か年環境経営計画書の基準年(2021)実績値を388.8tとします。

・現場での分別徹底 〇
・リサイクルの推進 〇

20.0 27.5 33.9 25.1 28.0 28.9
5.0 5.0 9.7 65.1

27.5 33.6 22.2 28.8 29.1 24.2

合計
5.4 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月

65
505% ×329

30
544% ×165

数値目標

基準年から大幅に増加していますが、次期スタートする3か年環境経営計画書の基
準年(2021)実績値を328.8ｋｇとします。

・コピー用紙の削減 〇
・無駄なプリントの抑制 〇
・外来種植物の乾燥焼却管理の取組（参考事項） 〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
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グリーン購入の推進

取組紹介欄
SDGs達成に向けた高知県産木材杉加工品購入使用によるカーボンオフセット

2030年までに毎年1.2m3＊314kg/m3＊1/2＊(44/12)＊10年

SK55SR小型油圧ショベルNO17

環境に配慮した工事の推進

取組紹介欄
高知県より2021年10月22日付にて令和3年度第1回こうちSDGｓ推進企業登録された3側面は「環境」「社会」「経済」の重点取組と
して「特定外来生物オオキンケイギクの繁殖地のマップ化と採取撲滅を図る。2030年度までに香南市管内において50％削減を図る

開花場所の確認 花弁蕾の計量確認

掘取後の根枯死管理

5月6日

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標

当年の21.5kgは花弁と蕾採取の重さです。根と茎は掘り取りを行い根を上に
して集積枯れ死1年後に処分する。これは生きた状態で他の場所に移動した
場合の罰則回避のためです。数値目標は次期3年間も15.0kg毎とします。

2021年　15.0kg 〇

外来植物の採取除去推進 状況

状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇

前年度において、環境配慮を創意工夫に採用した工事が高知県優良建設工事施工
者表彰を受けました。今後も環境に配慮した工事の推進を行います。次期スタートす
る3か年環境経営計画書の基準年(2021)実績値3件とします。

・工事の工程効率化 〇
・作業の簡素化ミスの防止 〇

・

7t-CO2

7月購入NITIS登録 低燃費超低騒音

数値目標
NO,17となる小型バックホー1台購入と高知県木材1.4ｔを購入しました。
グリーン購入は主に高知県産木材になりますが、SDGs登録の重点取組に揚げてい
ます。次期スタートする3か年環境経営計画書の基準年(2021)実績値2件とします。

・工事資機材のグリーン購入 〇
・省エネ性能の高い電気製品の購入 ×
・燃費のよい自動車の採用 △

状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

指定を受ける地域での特定建設作業の届出や敷地境界で85デシベルを超えない。
指定を受ける地域での特定建設作業の届出や敷地境界で75デシベルを超えない。

事務所業務用空調機・建設機械等の空調機定期点検、フロン類回収遺漏報告。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。　令和4年8月3日　

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生　AED心肺蘇生　避難経路

■実施場所：高知新港テトラ制作ヤード

■参加者： 7名 ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生　常備体制
■実施場所：高知新港テトラ制作ヤード

■参加者： 7名 ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

油吸着マット・中性洗剤液

■実施日： 令和3年8月12日撮影

・流出事故対応、通報訓練　※今回は常時敷設状況

吸着マットの常設を行い中性洗剤にて中和処理を行いました。

油吸着マット

吸着状況

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

■実施日： 令和3年8月3日

・消火訓練、救護訓練、AED心肺蘇生訓練、避難訓練

消防署よりダミーと水入り加圧消火器4台を借用して火点に離れた場所から放水作業、架台付担架AED除細動器は現場常設にて取
扱訓練をしました。津波避難訓練は標識に沿って、高台の指定場所までの時間確認等を行いましたので、緊急の際には全員で対応
出来ます。

フロン排出抑制法
自動車NOx・ＰＭ法 排ガス規制に適合した車両の使用。
グリーン購入法 指定された物品類内からの調達に努める。
浄化槽法 所轄保険衛生保健所設置届出・保守点検清掃業務委託

建設リサイクル法 解体工事、建設副産物等の適正な処理。
騒音規制法
振動規制法
水質汚濁防止法 油類・有害物質の保管

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 収集運搬業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）の適正処理。

油膜の流れ
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

評価見直し 実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

環境ボランティア活動

□次期3ヶ年の環境経営計画書

通期

〇 〇 〇
〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇
〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇

15
単年度

外来植物の採取除去推進 kg 15 15
単年度

環境に配慮した工事の推進 件 3 3 3

3
(工事資機材購入等） 単年度

グリーン購入の推進 件 3 3
0%

0 166 0
基準年度比 2021年 99% 0% 98% 0% 97%

試算値の341ｍ３下段は1/2値
171 169 0 168

0
使用水量の削減 ㎥ 341 338 0 334 0 331 0

上記廃棄物排出量合計 389.14 385.25 0 381.36 0 377.47

0.00
基準年度比 2021年 99% 0% 98% 0% 97% 0%

0.00 377.15 0.00
242.57 240.14 0.00 237.72 0.00 235.29

産業廃棄物の削減 t 388.82 384.93 0.00 381.04

0.160 0.000
基準年度比 2021年 99% 0% 98% 0% 97% 0%

0.165 0.164 0.000 0.162 0.000

0
一般廃棄物の削減 t 0.329 0.325 0.000 0.322 0.000 0.319 0.000

97% 0%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 75,108 74,357 0 73,606 0 72,855

基準年度比 2021年 99% 0% 98% 0%

0 65,838 0
38,929 38,540 0 38,151 0 37,762 0

燃料による二酸化炭素削減 kg-CO2 67,874 67,195 0 66,517

0
基準年度比 2021年 99% 0% 98% 0% 97% 0%

0 7,017 0
(実績値9,906kWh+上乗せ
2,808kWh)*0.569kg-CO2/kWh=7,234kg-CO2

下段1/2値

3,617 3,581 0 3,545 0 3,509
電力による二酸化炭素削減 kg-CO2 7,234 7,162 0 7,090

下段： 1月末まで
（基準年) （目標） （実績） （目標） （実績） （目標） （実績）

上段： 通期
評
価

上段：
評
価

項　目 下段： 1月末まで 下段： 1月末まで

＜今年度の取組評価＞
☆ 環境経営目標
・二酸化炭素削減の電気使用は目標値97％⇒115%未達成、化石燃料では目標値97％⇒56％達成、総計で58％目標達成。
・産業廃棄物削減は、一般廃棄物で大幅な増加ですが、総量では目標値97%⇒65%目標達成。
・水使用量削減は事務所新築移転等により一時的な目標達成。（新設社宅完成後から増加。）　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　☆
目標達成の実施手段 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
削減項目では室内温度管理,照明センサースイッチ,水道センサー蛇口,コピー用紙裏紙使用等概ね取り組めていた。
・推進項目では工事資機材グリーン購入 県産木材,排ガス対策重機の購入。ICT導入作業の効率化。外来植物除去処分等の
取組実施をした。
＜次年度の取組に向けて＞
・今後もコアクション21経営方針、経営目標、環境保全行動指針等の教育研修を従業員に周知徹底をして行くする。
・実施体制の見直しの必要はなく、次期3ヶ年環境経営計画書に従い取組をする。

2022年 2023年 2024年

年　度
2021年

上段： 通期
評価

2022/9/6　水田　守
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